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第２回変更　平成27年12月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 572.8 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成22年度 平成28年度

人/年 平成23年度 平成28年度

人/年 平成22年度 平成28年度6,024

○経緯及び現況
　本地区は，一級河川北上川を本流として，東方から一級河川中津川，西方から一級河川雫石川が流れ込んで既成市街地から寸断されている地理的状況により，本地区を含む市南西部は市街地の発展が遅れていた地域であった。さらに，主要地域を
結ぶ幹線道路が狭隘な状況下で，民間開発が進行し交通渋滞やスプロール化が顕在してきたため，本地区の主要事業である盛岡南地区都市開発整備事業を補完する事業として昭和５５年から平成１１年にかけて仙北西地区土地区画整理事業を実施
し，当地区の一部の住環境の改善がなされた。しかしながら，既成市街地と当地域とを結ぶ都市軸の形成にはまだ十分ではなく，平成６年から本地区の主要な区域で盛岡南新都市土地区画整理事業（独立行政法人都市再生機構施行）を施行し，軸状
都心の形成を進めてきた。さらに，平成16年には盛岡南新都市の南東部に隣接する盛岡市施行の道明地区土地区画整理事業を開始し，地元地権者会や新しい街つくり検討会からの提言を受け，官民一体となったまちづくりを進めている。

地区内に存在する埋蔵文化財の知識を深めるため，周知と触れ
合いの機会を提供する。

都道府県名 岩手県 盛岡市
もりおかし

盛岡
もりおか

南
みなみ

地区

職住近接の住む人に優しく魅力的な街を創出することにより，人口
増を目指す。

○地区の変遷
　当地区は平成19年度から平成23年度までの5箇年を第一期とする都市再生整備計画事業により，都市施設等の整備を進めてきた。第一期計画事業では，地域課題であった埋蔵文化財発掘調査の推進を中心に，道路整備による交通網の充実と公園
施設整備等により，職住近接のまちの実現を進めた。その結果，地区内定住人口の増加，商業地域土地利用率の向上，緑の充実度の増加につながった。
　しかしながら，基盤整備は十分ではなく，地元からは早期の整備を強く求められており，平成25年度の換地処分を目指す盛岡南新都市と遅滞ぎみの道明地区において，計画的に事業を進めるため，埋蔵文化財の調査を継続するとともに公共施設の整
備を進める必要がある。
　当地区内南西部には盛岡南地区都市開発の一環として，土地区画整理事業による市街地整備を行う構想のあった下飯岡地区があるが，近年の都市開発を取り巻く情勢からこれを断念したところであり，道路網の未完成といった課題解決を区画整理
によらないまちづくりにより進めることとし，地権者とともに検討を始めているところである。
　公園の整備においては，住民参加のワークショップやグラウンドワークを進めてきており，官民協働の機運が盛り上がるとともに，完成した施設の維持管理に参加するなど，地域での公園の存在が大きくなっている。
　また，当地区内に大きく占める埋蔵文化財は，基盤整備における課題であるとともに地域の貴重な財産であり，地域への愛着を深めるためにも地区の歴史文化を正しく伝えることが求められている。

計画期間 交付期間 28

盛岡の新都市にふさわしいゆとりとうるおいのある魅力的なまちづくり
○新たな活力を生み出す新都心の形成と，職住近接の住む人に優しいまちの形成
○市民参加意識を醸成し，官民協働による緑化の推進
○人と歴史文化が触れ合えるまちの実現

○本地区の位置付け
　盛岡市は岩手県の県都として，盛岡広域圏の中心的な役割を担い，盛岡城址を中心に盛岡駅周辺へと都心を拡張してきているが，東部及び西部の恵まれた自然環境と丘陵地であるという地形的な制約や北部の公的試験・研究機関の立地により，市
街地の発展方向は既存都心の南西方向に都心軸を計画的に延伸することが考えられた。これを軸状都心構想といい，この実現化に向けいわて県民計画アクションプランでは盛岡南新都市土地区画整理事業の促進による新たな都市機能の集積や産業
構造の高度化に対応する市街地形成を行うこととされていることや，盛岡市総合計画においても都市型産業拠点機能など複合的な都市機能の集積や公共施設の整備を行い新しい都心形成を図ることとしている。さらに，盛岡広域都市計画区域マスター
プラン及び盛岡市都市計画マスタープランでも同様の位置付けがなされている。

○地区内の道路交通網及び道路環境の充実と土地活用の促進による職住近接のまちの実現
○官民協働による整備の取り組みの促進による公園の早期開設
○地区の歴史と埋蔵文化財の周知と触れ合いの機会の提供

○盛岡市総合計画（平成17年度～平成26年度）における盛岡市基本構想では，「にぎわいのある市街地の形成」として，中心市街地に連担する地区として適正に機能分担された，魅力にあふれ，人がにぎわう市街地の整備を推進することとしている。ま
た，「うるおいのある公園・街路樹の確保」として，生活に緑とうるおいをもたらし，日常生活の交流空間としての公園の整備や街路樹など公共空間の緑化を推進することとしている。
○盛岡市都市計画マスタープランにおける当地区の地域別構想では，「盛岡の新都市にふさわしいゆとりとうるおいのある魅力的なまち」を目標に，市の新たな活力を生み出す新都心の形成を図ること，都市施設整備を計画的に進め，魅力的な市街地
の形成を図ること，周辺環境と新しく形成される街並みをより調和させるため，うるおいとゆとりある美しいまちづくりを図ることを掲げている。
○盛岡市緑の基本計画において，本地区を含むその周辺は緑化重点地区に位置付けられ，緑の保全，整備，創出等の施策を重点的に推進し，緑の文化形成を先導するモデル地区としている。

指　　標

674

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

20,300地区内の居住人口 地区内に居住する人口 19,082

緑化推進活動への住民参加者数 公園等における花植えへの参加者数
町内会，子供会などにおいて，公園等への花植えに参加すること
により，住民参加の緑化を推進する。 674

盛岡南地区を含めた盛岡市遺跡の学び館の体験学習，学
芸講座及び現地説明会などのイベント参加者数

埋蔵文化財の周知イベントへの参
加者数

6,024



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・人と歴史文化が触れ合えるまちの実現
　○地域の貴重な財産である埋蔵文化財を適正，かつ，有効的に保存するため，埋蔵文化財の調査を推進する。
　○歴史や文化を理解する上で欠くことのできない埋蔵文化財に関する情報を提供するため，埋蔵文化財の案内看板設置，周知イベントを開催し，地区の
　　歴史への関心を深める。
　○歴史的経緯があり，盛岡市における主要事業である盛岡南地区都市開発事業について，広く周知するとともに地域への愛着を深めるため，地区の案
　　内板を設置する。

盛岡南新都市埋蔵文化財発掘調査（提案事業）
道明地区埋蔵文化財発掘調査（提案事業）
盛岡南新都市埋蔵文化財活用事業（提案事業）
地域生活基盤施設（基幹事業：地区案内板）

方針に合致する主要な事業
・新たな活力を生み出す新都心の形成と職住近接の住む人に優しいまちの形成
　○現都心地域と地域特性を生かした機能分担を図りながら、行政・商業・業務・教育・福祉等の土地利用の実現や良好な住宅地を整備し，事業計画に
　　沿ったまちづくりの実現を目指す。
　○利便性向上とともに安全，安心な道路環境を創造するため，　道路の整備を行う。
　○早期の新市街地形成を図るため埋蔵文化財の調査を推進する。
　○計画区域の環境保全を図るため，希少野生動物の追跡調査を実施する。

盛岡南新都市土地区画整理事業（関連事業）
道明地区土地区画整理事業（関連事業）
道路（基幹事業：市道河南・野崎線）
盛岡南新都市埋蔵文化財発掘調査（提案事業）
道明地区埋蔵文化財発掘調査（提案事業）
希少野生動物保全対策事業（提案事業）

・市民参加意識を醸成し，官民協働による緑化の推進
　○地元住民とのワークショップ，グラウンドワーク等により，官民協働による施設計画策定，施設整備の取り組みを進め，ゆとりとうるおいをもたらす公園，
　　緑地の整備を行う。
　○緑で繋がる歩行者空間を形成するため、歩いて楽しめる街路樹を植栽する。

公園（基幹事業：盛岡南地区公園外２公園）
地域生活基盤施設（基幹事業：３号緑地）
高質空間形成施設（基幹事業：道路植栽）
盛岡南地区公園外１公園サイン整備事業（提案事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

 （金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 盛岡市 直 270ｍ 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 132 132 132 132

公園 盛岡市 直 3.2ha 平成19年度 平成28年度 平成24年度 平成28年度 2,860 1,004 1,004 1,004

公園 畑中近隣公園 盛岡市 直 1.5ha 平成24年度 平成27年度 平成24年度 平成28年度 209 209 209 209

公園 盛岡市 直 0.2ha 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 18 18 18 18

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 ３号緑地 盛岡市 直 1,000㎡ 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 8 8 8 8

地域生活基盤施設 地区内案内板 盛岡市 直 ５基 平成22年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 16 9 9 9

高質空間形成施設 道路植栽 盛岡市 直 4,600ｍ 平成20年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 51 4 4 4

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,294 1,384 1,384 1,384 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
盛岡市 直 0.9ha 平成19年度 平成27年度 平成24年度 平成28年度 635 79 79 79

盛岡市 直 平成19年度 平成28年度 平成24年度 平成28年度 12 5 5 5

盛岡市 直 4.4ha 平成20年度 平成28年度 平成24年度 平成28年度 97 90 90 90

道明地区 盛岡市 直 70.6ha 平成23年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 3 2 2 2

盛岡市 直 22基 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 16 16 16 0 16

合計 763 192 192 192 …B
合計(A+B) 1,576

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
(独)都市再生機構 国土交通省 313.5ha ○ H6 H30 78,350

盛岡市 国土交通省 21.7ha ○ H15 H40 5,620

合計 83,970

細項目 うち民負担分
市道河南・野崎線 0

0.400

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,576 交付限度額 630.4 国費率

0

0

0

盛岡南地区公園 0

３号街区公園 0

交付期間内事業期間

0

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
盛岡南新都市埋蔵文化財発掘調査 細谷地遺跡外３箇所 0

盛岡南新都市埋蔵文化財活用事業 案内看板，リーフレット

事業活用調
査

地域創造
支援事業

盛岡南地区公園外１公園サイン整備事業 盛岡南地区公園，畑中近隣公園

まちづくり活
動推進事業

0

道明地区埋蔵文化財発掘調査 細谷地遺跡 0

希少野生動物保全対策事業 0

土地区画整理事業 盛岡南新都市

土地区画整理事業 道明地区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費



都市再生整備計画の区域

　盛岡南地区（岩手県盛岡市） 面積 572.8 ha 区域 西仙北、本宮、向中野、南仙北、下鹿妻、下太田、津志田、飯岡新田，下飯岡の一部
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道明地区土地区画整理事業 H15～H40 

本宮小学校 

国道46号盛岡西バイパス 

市アイスアリーナ 

市立総合プール 

市立病院 

盛岡南新都市土地区画整理事業 H6～H30 

市新事業創出支援センター 

岩手県工業技術センター 
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